
全ての学生の能力を十分に伸ばす教育
ー”A ” システム構築と “アクティビティ＋ ”ー

テーマⅠ アクティブ・ラーニング
仙台高等専門学校

学科改組 コース制導入

※ クラス毎に複数教員分担の同一科目：
は教員毎に換算したが

はまとめて 科目とした。
アンケート回答を数値化し、
合計点が 点以上の科目の割合。

※2  選択科目でもアクティブ・ラーニング
導入科目が増えたことにより、
相対的に割合が下がった。

※3  H28と比較して授業科目数が減少した
ことに起因する。

ほぼ の教員が
アクティブラーニング
要素を取り入れている
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６年間の取組により、
・学内組織全体による教育改善推進基盤 実現
・教員意識改善、授業力向上、教育環境改善 実現
・全国高専・大学、地域小中高・自治体との連携 実現
・ 終了後も継続展開可能な体制・環境 実現

全ての学生の能力を十分に伸ばす教育基盤確立実践。継続展開へ
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リテラシーが成長後、 年次にコンピテンシーが一気に成長
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結果

「情報収集」：適切な方法を選択して情報を収集する
「本質理解」：事実に基づいて情報を分析し、本質を見極める

「目標設定」：ゴールイメージを明確にし、目標を立てる
「リスク分析」：リスクを想定し、事前に対策を講じる

アクティビティでテーマ設定や調査経験を通して、これらの能力が向上したと考え
る。向上に寄与する行動因子を特定するには至れなかった。

高スコア

低スコア
活動する・手を動かすことを第一とした促し、課題解決への
責任感の低さ（失敗してもリスクがない）が影響したと考える。

（ ）テスト（河合塾・リアセック）を用いたジェネリックスキル測定

なりたい自分になるロボティクスコースカリキュラム
「アクティビティ＋ 」

アクティビティ ”やりたいこと”と”科目”と関連付けるテーマを設定し、
複数科目を包括する 日の授業として実施する。

学生自身の知識習得に対するアセスメントと、
定期試験に代わる単位認定のための仕組みとして活用

繰り返して、鮮明に記憶を残す
受験したいタイミングで何回でも受験できる

ComputerBased Testing

効率良く 学びを得る

ロボティクスコースでは専門授業の定期試験を行わず、CBTと呼ばれるコンピュータベースの試験を
行います。

この試験方式は

❶スマートフォン、または校内外のコンピュータから学生自身のアカウントを使って受験可能
❷いつでも受験可能

❸満点が取れなくても何回でも受験可能
❹試験の点数≠学年末の成績であり、繰り返し受験することで高い成績を得ることが可能

という4つの特徴を持っています。
ロボティクスコースでは、学生自身が計画を立ててCBTを受験することで、より高い成績を得ること

ができます。

時間

知
識
量

学習において最も大事なことは反復することです。
CBTのシステムは左図の忘却曲線に沿って、最適なタイミングで学生に受験を促します。

学生はCBTからの連絡を受け取り、最も効率の良いタイミングで試験を反復することが出来ます。

CBTは従来のテスト形式と比べて、前日に慌ててテスト勉強する必要もなく 、自分のペースで知識を
身につけることが出来るシステムです。

また、ロボティクスコースではCBTを受験する時間も設け、教員による受験のサポートも行います。

・校内外で自身の端末を使用して受験できる
・いつでも、何度でも受験できる
・解説が表示されるので、受験自体が学びになる

座学 ▶ 課題解決の課程で習得

定期試験 ▶

教員主導 ▶ 学生主導

節約率

再記憶に
必要な時間

時間

リマインドメール

この長さを成績に

・”やりたいこと”と”科目”を関連付けた企画書を教員ともに作成
・企画書の計画に従って、学生が自主的にプロジェクトを推進
・各週の最後に、振り返りと次週の計画立案を行う

科目例

本校 年生は、高校 年生に相当
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